
小倉駅で街宣活動
　９月 27日（火）、安倍国葬の当日、同時間
に、有志が街宣活動に取り組みました。
　今日は、国葬の開始時刻に合わせて小倉駅
前でスタンディング。特段、ビラやスピーチ
は必要ないだろうと思って、それぞれのプラ
カードなどを持ってサイレントなアピール。
　幾人か「あれはひどいよ。税金をあんなふ
うに使ったらだめよ」という通りがかりの女
性や、「国葬は反対です」という高校生など
が声をかけていました。新聞記者も毎日と西日本、二人ほど取材に来て
いました。RKBも映像だけ撮っていたようですけど。ある記者「この時
間、ここに来れば、何かやっているんじゃないだろうかと・・」ここに
来れば何かある・・という場所になっているんですね。さて、これからは、
国会開いて、この国葬問題や統一協会問題、東京五輪汚職、物価高と賃金、
徹底追及してもらわなければなりません。
　このことと一体となった今後の市民運動、労働運動が大切だと思いま
す。
 （竹内俊一氏FBより）

　国会前１万５０００人
　「国葬やめろ！」―北海道から沖縄まで全国各地で抗議の声があがるな
か、岸田内閣は２７日、安倍晋三元首相の「国葬」を強行しました。
　午後２時に東京都千代田区の日本武道館で「国葬」が始まると同時に、
国会前では市民が大行動をスタート。識者や市民運動家、日本共産党の
志位和夫委員長はじめ立憲民主党、れいわ新選組、社民党の野党各党代
表が演壇でスピーチしました。
　「国葬」では、岸田文雄首相、菅義偉前首相が、安保法制や秘密保護
法の強行など立憲主義破壊の安倍政治を礼賛しました。
（しんぶん赤旗より）

　小倉駅前で「平和ネット」街宣活動

９月 26日（月）、安倍国葬の前日、「平和をあきらめない北九州ネット」
が安倍国葬反対の街宣活動に取り組みました。呼びかけには、約 90名が
参加し賑やかでした。チラシを配布し、署名活動もしました。次々にマ
イクを握ってのリレ－ト－クにも熱がこもっていました。リレ－ト－クに
は、飛び入りの市民２名が参加。国葬反対の広がりを感じました。

八幡西区革新懇が第10回総会を開催
3つの共同目標実現へ3つの共同目標実現へ

　９月 24日（土）午後２時か
ら、黒崎コムシティで八幡西
区革新懇第１０回総会が開か
れました。コロナ禍でしたが
２１名の参加がありました。
　総会の記念講演では、北九
州革新懇代表世話人の三輪俊
和さんに、「憲法九条を生か
した日本の安全保障を考える」
というテーマで、パワーポイ
ントを使って縦横に語ってい
ただきました。
　後半の「総会」は、プログラム通りに順調に進行しました。来賓挨拶は、
西区選出の共産党伊藤市議と永井市議のお二人。
　総会議事（案）をそれぞれが提案し、最後に参加者全員の拍手で承認
されました。
　この後、「安倍元首相の『国葬』反対アピール」が読み上げられ、参加
者全員で反対の意志を確認しました。今、革新懇「三つの共同目標」の
実現が求められていることを改めて感じた記念講演と総会でした。
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2023北九州市長選
候補者選び 最終段階候補者選び 最終段階

　10 月 19 日午前、市民の会・
区民の会合同会議が市立戸畑生
涯学習センターで開催され、来
年 1月に予定されている北九州
市長選挙に向けての現状の取り
組みなどについて意見交換しま
した。市民の会事務局メンバー
と区民の会代表が集まりまし
た。
　三輪事務局長より、これまでの市民の会の活動報告があり、北九州市
長選挙の候補者選定については「現時点ではまだ決まっていない」との
報告があり、最終的な段階にあることも示されました。
　市長選候補者選びに先立って、政策討議資料を市民の会加盟団体に配
布し議論してもらった結果、曽根 9条の会から「防災対策と避難所」の
問題、小倉南区にスポーツ施設が存在しないことを改善してほしいと要
望があがりました。また、新日本婦人の会小倉北支部からは「高齢者使
用の補聴器に補助金制度をつくります」「小中高等学校のトイレに生理用
品を設置します」を追加してほしいとの声も寄せられました。
　合同会議では、高潮被害が想定される地域での門司港複合施設建設計
画や、災害時の避難施設に指定されている介護施設の問題点、高齢者福
祉乗車券創設に向けた市民運動のあり方などが報告され、情報共有を図
りました。
　北九州市長選をめぐっては、すでに元官僚出身の 2人が保守陣営から
出馬することを表明。北橋現市長は出馬しない意向を示しています。

2022平和のための戦争展
実行委員会で総括

　10月 5日夜、平和のための戦争展の実行委員会が市立生涯学習総合セ
ンターで開催され、9月 27-28 日開催の戦争展について総括しました。
　当日は多くの参加者から
感想文が寄せられ、ウクラ
イナ問題の記念講演、平和
資料館メンバーの座談会、
青年の主張は評判が高く、
来年はもっと若い人が参加
できる仕掛け、周知が必要
なども意見が出ました。

9条の会・北九州憲法ネット
記念講演で運動展望

10 月１日（土）、「9条の会・北九州憲法ネット」が第 19回総会と記念講
演会を開催しました。
　第 19回総会では、過去１年間の運動を総括し、今後 1年間の活動方針
案が提案され採択されました。　　　
　記念講演は、川田忠明氏（日本平和委員会常任理事）が「憲法をめぐ
る重大局面と運動の展望」と題し、32 枚のスライドを使用してわかりや
すくお話されました。

市長選に向けて議論する合同会議メンバー

報告書の郵送準備も行った実行委員会

憲法をめぐる現状での展望が示された記念講演の様子

八幡市民会館の活用を求める連絡会（第72回）開催

記念冊子が完成
刊行記念集会も検討

　10月 6日（木）、上記連絡会が開催され、経過報告のあと、諸課

題について熱心に討論・検討しました。

以下、決定した内容です。

（１） 記録冊子（パンフレット）について

　　　10月 7日納品、頒布について検討しました。

（２） 「埋蔵文化センタ－の移転を止め、市民会館としての活用

　　　を求める」方策について　　　

（３）①情報公開制度　②陳情請願制度　③公共施設マネ

　　 ジメントという  「３つの課題」について

①情報公開制度については、市民の会が市民運動団体の交流

会を開催します。

③公共施設マネジメントについては、市民の会が講演会を開

催します。

10月 23日 ( 日 )14:00 ～　ムーブ・大セミナールーム

「公共施設マネジメント計画、立地適正化計画の対抗軸」

講師：奈良女子大学生活環境学部教授・中山徹氏

11月 12日（土）14:00 ～ 16:00  ムーブ・大セミナールー

ム

（4）記録冊子（パンフレット）の刊行を記念しての集会の　

　　 開催について年内の開催は難しいので年明けから計

　　 画し開催する方向で検討する。

次回連絡会は、１０月２８日 ( 金 ) １３時３０分

八幡大谷市民センター

記 念
講 演 講師・帚木蓬生先生（作家・精神科医、中間市在住）

11/6（日）
第 42回福岡県自治体フォーラム第42回福岡県自治体フォーラム
研究所設立45周年記念研究所設立45周年記念

基 調
テーマ

　

<時　間>9.30 開場、10.00 開会、全体会、12～13.00 昼休み、分科会13～16.00
< 会　場>福岡県立ももち文化センター（福岡県福岡市早良区百道 2-3-15
　　　　　電話：092-851-4511　最寄り駅：地下鉄空港線「藤崎駅」から徒歩約 2分）
< 参加費 >1000 円（会場費・テキスト代）

公益社団法人　福岡県自治体問題研究所
〒812-0011　福岡市博多区博多駅前 1-19-3-508　℡・fax 092-472-4675
E-mail : j i t i@ked.biglobe.ne. jp　https: // j it iken. j imdofree.com/
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　<分科会>･･･名称、報告テーマと報告者
❶　日本国憲法をどう活かすか・・これからの日本と世界
　◎「参議院選挙結果とこれから」・・・石川捷治・九大名誉教授
　◎「日本国憲法を守り活かすために」・・・井下 顕・弁護士　　　　　　
❷　コロナ禍が浮き彫りにした行政の現実と主権者・市民の課題
　◎保健所から・・・占部芳里・保健師
　◎福祉事務所から・・・羽田野盛仁・研究所事務局次長
　◎保育園から・・・吉冨利子・福岡県保育センター　
❸　地球環境の危機と地域づくり
　◎新自由主義の破綻とこれからの地域づくり・・・三輪俊和・北九州市立大学名誉教授　
　◎最近の県内人口動態・移動状況・・・是石喜文・研究所運営委員
　◎キーワードは「循環×内発×交流」・・・宮崎康徳・研究所研究員
　◎市町村国保料を比べる・・・懸谷 一　・福岡自治労連委員長
❹　食料危機は来るか
　◎基調報告・・・磯田宏 ・ 九大教授
　◎食料主権・家族経営 ・・・ 岩元泉 ・ 鹿大名誉教授
　◎食料自給と地産地消システム・・・野見山敏雄 ・ 東京農工大名誉教授
　◎現場から（農協・生協・行政・農家など）　
❺　住民主体のまちづくりをどう創るか
　◎天神ビッグバン ・・・ 斎藤輝二 ・ 元東和大教授
　◎北九州の都市計画区域の逆線引き問題・・・山隈 玄 ・ 会員（北九市職員OB）
　◎住民参加のまちづくりから住民主体のまちづくりへ・・・玉田孝二 ・ 会員（コンサルタント） 
❻　問われる日本人の歴史認識･･加害の歴史にも目を向けよう
　◎日本はなぜ加害責任がないのか―元徴用工訴訟問題・日本の近代史を学ぶ必要を考える

・・・堀田広治・日本コリア協会福岡・筆頭理事　
　◎「北九州市立のまちづくりミュージアムはこうしてできた」・・・大石正信・北九州平和資料館をつくる会　
❼　特別講座・映画を楽しみ学ぶ　
　「恋と革命に生きた女」・伊藤野枝没後虐殺99年・思想弾圧の大正時代に生きた女と男（大杉栄）
　講師―矢野寛治・映画評論家・作家

戦争するヒマありません、
日本国憲法はいのちのタスキ、今つなぎ合わせよう

「ギャンブル依存症の恐ろしさと国のザル法」

どなたでも
気軽に御参加を

※先着 150 名

＊記念講演と⑦特別講座は、開催
翌日の 11/7 より上記の研究所
ホームページ（ユーチューブ）で
無料公開します。


